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特集地域開発の大型プロジェクト

青函トンネル開通と新生函館の都市づくり
・・・斎藤茂樹(函館市)

東京湾岸地区情報計画・………-佐野紳也(三菱総研)

21世紀の国際交流拠点をめざして

「湘南国際村J 計画...・ H・-・・・浅沼知行(神奈川県)

21世紀長寿社会の実現にむけて

「あいち健康の森J 構想
…・山本 勝(名古屋工大)

関西文化学術研究都市
...・ H・..…寺本光雄(関西情報センター)

国際マクロ・エンジニアリング

プロジェタトについて
・…・…平木俊一(日本興業銀行)
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-編集後記

「コミュニケーションの促進J と， r アイデンティティ

の確立J のパランスをとるのは，大変むずかしいようで

す.

たとえば，国家間であれば， 日本に対ーする海外からの

規制緩和要求と国内産業保護とのパランスであり，企業

間であれば，情報産業における仕様統一の動きと，各企

業独自製品開発とのパランスであり，さらに個人間であ

れば，-tJ-ラリーマンの会社付き合い庄力と家庭生活指向

とのパランスなど，いたるところに問題を見出せます.

個が確立していなければ，意味あるコミュエケーショ

ン成り立たないという言い方もあるでしょうし，あるい

は， コミュニケーションする中で，アイデンティティが

確立するというのかもしれません.これには，おそらく

一般的な処方せんというものがなく，各々の問題の状況
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に応じて，解決へのアプローチが異なるのかもしれませ

ん.

本特集は，このようなむずかしい課題をはらんでいる

コミュニケーションに焦点を当てています.お読みいた

だいてL 、かがでしたでしょうか.

さらに，議論を深め，次なるステップに進むためにも，

読者からのフィードパックと，さまざまな個性をもった

読者間でのコミュニケーションが特に大切だと思われま

す.そして，実は，本誌の役割は，表紙の英文タイトノレ

にもあるように，このようなコミュニケーションを促進

することにあったので‘す.本誌を，どうか，コミュニケ

ーションを活性化する触媒としてご活用ください.

(丹羽清)
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